
1 万祝クリアファイルの印刷データ　
2  北条ビーチマーケット 伝右衛門製作所の出店の様子　
3 猪の骨による試作『ホイッスル』　
4 猪の骨による試作 『スプーンルアー』
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１. 背景・目的
　房総半島は海に囲まれていることに加え豊かな山野に恵まれてい
る。一方でその豊かな自然を背景とした文化的・物質的資源は新た
な価値を創出できるにも関わらず見逃されている現状がある。本ポ
スターでは，デザイン文化計画研究室が南房総市において取り組ん
だ物質的 / 文化的資源を活用する活動の 2 つを紹介する。

１）「万祝の意匠を活用したクリアファイル制作」
　万祝は千葉県の伝統的な漁師の晴れ着であり，本研究室では博
物館に死蔵されていた万祝の図柄の型紙をスキャンし，そのベジェ

（線分）データの活用を行ってきた。地域内の人々へ南房総市の万
祝という文化的資源を認知してもらうために，本年度は万祝の図柄
を用いたクリアファイルの制作を行なった。

２）「廃棄される有害鳥獣の骨の活用にむけた取り組み」
　南房総市では猪や鹿などの有害鳥獣による農作物被害が深刻化
しているのが現状である。館山ジビエセンターでは南房総市含めた
周辺地域で捕獲された猪や鹿などを食品として有効利用している
が，食肉加工後に生じた骨のほとんどは廃棄されている。 廃棄さ
れる骨を製品や体験として地域に還元することで，より持続的な獣
害対策や地域振興に繋がると考えられる。骨の活用方法を導出す
るにあたって，南房総市周辺における有害鳥獣関連の資源を活用し
ている方々へ調査を行い，同時に骨の加工を通した試作を行なった。

２. 実施内容
（１）実施期間

１） 万祝の意匠を活用したクリアファイル制作 （10/10 〜 12/27）
２） 廃棄される有害鳥獣の骨の活用にむけた取り組み（6/1，
　　6/2）計 2 回 （自宅などでの作業を除く）

（２）活動内容
１） 「万祝の意匠を活用したクリアファイル制作」
　本年度は取得したデータを用いてその図柄を再構成しクリア
ファイルの制作を行なった。当該の図柄を利用し、実際の万祝
を参考に図柄の再構成を行なった。完成したデータは印刷業者
に依頼、350 部を印刷した（図 1）。また、本品の一部は成人の
日の式典において記念品として配布がなされた。なお、クリアファ
イル上には本年のみの限定品としての証左として「令和七年」の
文言を付している。

２）「廃棄される有害鳥獣の骨の活用にむけた取り組み」
① 6/1 陶芸家 西山 光太さんへのインタビュー 
　西山さんは鴨川在住の陶芸家で，現在合同会社アルコの沖 浩
志さんとともに猪の骨を用いた陶器の試作を行っている。試行
錯誤の様子や，鉛を含まない骨を使用する必要があるため部位
ごとの選定が必要であることなど活動においての問題や現状な
どを伺った。
② 6/2 伝右衛門製作所の北条ビーチマーケットにおけるへの
　出店補助
　伝右衛門製作所は有害鳥獣の皮などを用いたメモ帳のオー
ダーメードを北条ビーチマーケットへ出店しており，当日は設営

や運営などの補助を行った（図２）。また，有害鳥獣由来の製品
や地域におけるオーダーメイド型のものづくり拠点の受け入れら
れ方について，来場者を通じて知ることができた。また，同じく
出店していた合同会社アルコの沖さんから猪の骨を分けていただ
けた。
③ 猪の骨の加工，および試作
　骨を素材とした道具・工芸品の文献調査と並行して，6/2 の
北条ビーチマーケットにおいて受け取った骨の処理と試作を行
なった。煮沸による除肉とパイプ洗浄剤による洗浄・漂白のの
ち，空洞の構造を生かしたホイッスルと光沢を生かしたスプーン
ルアーの試作を行なった（図 3，図４）。

３.  成果と課題
１）「万祝の意匠を活用したクリアファイル制作」
　文化的資源を活用した製品を通じて地域へ還元を行なうととも
に，制作にあたって地域の文化的資源を元にしたデザイン活動を経
験することができた。

２）「廃棄される有害鳥獣の骨の活用にむけた取り組み」
　イベントの補助を通して，南房総市の資源やその活用を地域内外
へ紹介する取り組みの推進に関わることができた。また，今後有害
鳥獣の食肉処理後の残骨の地域への効果的な還元方法を導出する
上での知見を得た。

４. 今後の展開
１）「万祝の意匠を活用したクリアファイル制作」
　本年度はクリアファイルの制作を行なったが，さらに他の物品へ
の展開が考えられる。 より魅力的かつ，効果的な周知の方法となる
ような物品や体験のデザインを行っていきたい。

２）　「廃棄される有害鳥獣の骨の活用にむけた取り組み」
　本年度の活動で得た知見をもとに，試作とフィードバックを通じ
て資源を地域へと還元していけるような具体的な製品や体験を創出
していく。
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   域学協働の工夫！
★型紙のデータを元として万祝の意匠を再構成する取り組みを通して，デザイナーとして文化の「保存」とデザインによる「創出」の両立
　を経験した。
★実際に配布される物品のデザインを通じて，「万祝」に関する文化的資源の地域への還元を行なった。
★有害鳥獣の肉，骨，皮を利用するそれぞれの活動者から話を聞き，共同で作業を行うことを通して地域における役割やその効果への
　理解を深めるとともに新たな活動につながる知見を得た。
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